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工
業
都
市
か
ら
観
光
都
市
へ 

―
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
地
域
の
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
と
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
を
例
に 

 

武
田 

竜
弥 

 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

二
〇
〇
七
年
に
島
根
県
の
石
見
銀
山
関
連
遺
産
群
が
登
録
名
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
と

し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
来
、
わ
が
国
で
も
産
業
遺
産
を
観
光
対
象
と
す
る
産
業

遺
産
観
光
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
関
連
書
籍
の
動
向
を
見
て
も
、
以
前
は
文
化
財
保
護
と

い
う
観
点
か
ら
産
業
遺
産
を
扱
う
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
見
学
や
観
光
に
主
眼
を
置
い
た
書
籍
の

出
版
が
増
え
て
い
る
1

。
こ
う
し
た
状
況
に
後
押
し
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
に
は
群
馬
県
の
富

岡
製
糸
場
関
連
遺
産
群
が
登
録
名
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
と
し
て
、
ま
た
二
〇
一
五
年
に
は
山

口
、
福
岡
、
長
崎
、
鹿
児
島
な
ど
八
県
に
ま
た
が
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
が
登
録
名
「
明
治
日
本
の
産
業
革
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命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
し
て
同
じ
く
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
大
き
な
人
気
を
呼

ん
で
い
る
。
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
わ
が
国
に
お
い
て
も
産
業
遺
産
観
光
が
観
光
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
一

般
に
認
知
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。 

だ
が
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
種
の
観
光
が
今
後
も
持
続
的
に
発
展
し
う
る
か
ど
う
か
は
い
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
。
た
と
え
ば
先
に
挙
げ
た
石
見
銀
山
遺
跡
な
ど
も
、
世
界
遺
産
登
録
に
沸
い
た
二
〇
〇
七
年

と
二
〇
〇
八
年
は
大
き
く
入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
早
く
も
そ
の
反
動
減
に
見
舞
わ
れ

た
2

。
富
岡
製
糸
場
や
産
業
革
命
遺
産
群
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る
。 

産
業
遺
産
は
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
産
業
遺
産
観
光
の
発
展
は
個
性
溢
れ
る
町

づ
く
り
を
支
え
、
産
業
遺
産
そ
の
も
の
の
保
護
に
も
寄
与
す
る
。
ま
た
そ
れ
は
地
域
住
民
と
観
光
者
の
双
方

に
楽
し
み
な
が
ら
歴
史
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
両
者
の
実
り
豊
か
な
交
流
を
促
進
す
る
。
そ
こ
に
は
リ
ゾ

ー
ト
や
遊
園
地
な
ど
と
は
違
っ
た
観
光
の
文
化
的
意
義
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
遺
産
観

光
を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
持
続
的
発
展
に
は
何
が
必
要
か
今
一
度
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
。 

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
地
域
の
二
都
市
を
例
に
産
業
遺
産
観
光
の
あ
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り
方
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ル
ー
ル
を
取
り
上
げ

る
の
は
、
こ
の
地
域
が
産
業
遺
産
観
光
の
先
進
地
で
あ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
近
年
最
も
大
き
な
成
功
を

収
め
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
先
行
論
文
（
武
田
、

二
〇
一
四
）
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
ル
ー
ル
は
一
九
世

紀
以
来
ド
イ
ツ
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
の
牽
引
役
を
務
め
て

き
た
。
し
か
し
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
石
炭
危
機
を
境

に
地
域
経
済
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
深
刻
な
停
滞

に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
れ
を
打
開
し
た
の
が
、
一
九
八
九

年
に
開
始
さ
れ
た
「
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
国
際
建
築
博

覧
会
」（In

tern
atio

n
ale B

au
au

sstellu
n

g
 E

m
sch

er P
ark

, 

以
下
Ｉ
Ｂ
Ａ
）
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
に

ル
ー
ル
は
地
域
の
構
造
転
換
に
成
功
し
、
今
日
で
は
ド

イ
ツ
を
代
表
す
る
産
業
遺
産
観
光
地
と
し
て
国
内
外

か
ら
多
く
の
訪
問
客
を
集
め
て
い
る
。 

 
図１ 1985年を基準とした入込客数の推移 

 

出所：Landesdatenbank NRW より作成 

注）ベッド数が9（2012年以降は10）以上の宿泊施設を対象に調査 
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今
回
特
に
注
目
す
る
の
は
、
そ
の
ル
ー
ル
の
中
で
も
対
照
的
な
状
況
に
あ
る
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
と
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
で
あ
る
。
図
１
は
、
一
九
八
五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
の
ル
ー
ル
全
域
と
両
市
の
入
込

客
数
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
は
こ
の
間
ほ
ぼ
一
貫
し

て
入
込
客
数
を
増
や
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
は
ル
ー
ル
が
観
光
地
と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
続
け
て
い
っ
た

こ
と
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
同
じ
ル
ー
ル
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
両
市
の
状
況
は
大
き
く
明
暗
が
分
か
れ
る
。
た
し
か

に
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
も
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
終
了
す
る
一
九
九
九
年
ま
で
は
ル
ー
ル
全
域
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
入
込

客
数
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
そ
の
伸
び
率
が
鈍
化
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
バ

ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
当
初
こ
そ
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
一
九
九
四
年
を
底
と
し
て
飛
躍
的
に
入
込
客
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。 

宿
泊
者
数
の
統
計
を
見
て
も
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
伸
び
率
は
突
出
し
て
い
る
（
表
１
）
。
二
〇
〇
〇
年

と
二
〇
一
四
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
比
較
す
る
と
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
や
ル
ー
ル
全
域
の
伸
び
率
が
＋
四
〇

―
五
〇
％
台
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
伸
び
率
は
＋
一
四
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
と
比
べ
る
と
、
面
積
が
お
よ
そ
三
分
の
一
、
人
口
も
四
割
程
度
の
小
さ

な
町
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
を
上
回
る
宿
泊
者
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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人
口
千
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
が
九
四
五
人
、
つ
ま
り
住
民

一
人
に
対
し
て
宿
泊
者
が
一
人
に
も
満
た
な
い
の
に
対
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン

は
二
二
〇
一
人
、
住
民
の
二
倍
以
上
の
宿
泊
者
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
立

派
な
観
光
都
市
と
い
え
よ
う
3

。 

デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
と
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
、
両
者
の
差
異
は
一
体
何
に
起
因
す
る

の
か
。
本
稿
で
は
両
市
の
取
り
組
み
の
比
較
を
通
じ
て
そ
の
理
由
を
探
り
、
そ
こ
か

ら
産
業
遺
産
観
光
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
手
が
か
り
を
得
た
い
。 

 
２ 
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
観
光
振
興
策 

 

（
１
）
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
地
勢
と
歴
史 

デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
ラ
イ
ン
川
と
ル
ー
ル
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る
、
ル
ー
ル
の

玄
関
口
で
あ
る
（
図
２
）
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
市
内
か
ら
は
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
が

出
土
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
も
と
も
と
ラ
イ
ン
川
の
河
畔
に
建
設
さ
れ
た

町
だ
っ
た
が
、
一
三
世
紀
に
ラ
イ
ン
川
の
流
れ
が
西
に
移
動
し
た
た
め
、
町
は
内
陸

表１ 2014 年の延べ宿泊者数 

 延べ宿泊者数 人口千人当たり 対2000年比 

オーバーハウゼン 460,556 人  2,201 人   +146.8％   

デュースブルク 459,092 人  945 人   +42.9％   

ルール全域 7,377,303 人  1,462 人   +57.7％   
 

出所：RVR (hg.) (2015) より作成 
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部
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
旧

市
街
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
水
運
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
失
い
、
一
時
は
大
き
く
衰
退
し
た
。 

一
九
世
紀
に
入
り
、
ル
ー
ル
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
の
発
展

が
始
ま
る
と
、
旧
市
街
か
ら
北
西
に
お
よ
そ
三
キ
ロ
、
ル

ー
ル
川
河
口
の
北
側
に
位
置
す
る
ル
ー
ル
オ
ル
ト
が
新

た
な
拠
点
と
し
て
台
頭
し
た
。
ま
た
そ
の
地
の
利
に
目
を

付
け
た
ク
ル
ッ
プ
や
テ
ィ
ッ
セ
ン
な
ど
の
企
業
が
ラ
イ

ン
川
沿
岸
部
を
中
心
に
次
々
と
製
鉄
所
を
建
設
し
、
あ
わ

せ
て
炭
鉱
の
開
発
も
進
ん
だ
。
一
九
世
紀
半
ば
に
は
ラ
イ

ン
川
と
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
を
結
ぶ
ケ
ル
ン
＝
ミ
ン
デ
ン
鉄

道
が
開
通
し
、
さ
ら
に
大
量
の
物
資
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

こ
う
し
て
ル
ー
ル
が
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
物
資

の
集
積
地
と
し
て
の
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
役
割
は
ま
す

 
 

図２ ルール地域（黒い部分が独立市） 
 

出所：RVR (hg.) (2012) 
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ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
炭
鉱
を
掘
る
に
は
木
材
な
ど
の
資
材
が
大
量
に
必
要
と
な
る
。
ま
た
ル
ー
ル

の
大
半
は
も
と
も
と
湿
地
帯
だ
っ
た
た
め
、
地
元
だ
け
で
は
急
増
す
る
食
糧
需
要
を
賄
い
き
れ
な
い
。
そ
こ

で
一
九
世
紀
後
半
、
か
つ
て
ラ
イ
ン
川
が
流
れ
て
い
た
地
に
ラ
イ
ン
川
と
旧
市
街
と
を
結
ぶ
運
河
と
港
が
開

削
さ
れ
、
そ
こ
に
炭
鉱
建
設
用
の
木
材
置
場
や
食
料
貯
蔵
庫
、
製
粉
所
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
内
陸

港
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
ル
ー
ル
川
の
北
側
に
ラ
イ
ン
川
と
ル
ー
ル
内
陸
部
（
ド
ル
ト
ム
ン

ト
＝
エ
ム
ス
運
河
）
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
＝
ヘ
ル
ネ
運
河
が
開
通
し
、
鉄
道
と
運
河
を
併
用
し
た
物
資
の
輸
送
が

可
能
に
な
っ
た
。 

二
〇
世
紀
前
半
に
は
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
の
た
め
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

し
か
し
そ
の
卓
越
し
た
地
の
利
の
た
め
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
そ
の
都
度
繁
栄
を
取
り
戻
し
た
。
だ
が
一
九

六
〇
年
代
、
石
炭
危
機
に
端
を
発
し
た
ル
ー
ル
の
衰
退
は
、
こ
の
地
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
い
な
か
っ

た
。
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
は
大
き
な
炭
鉱
が
三
箇
所
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
の
ヴ
ァ
ル
ズ
ム
炭
鉱
の
操
業

停
止
を
も
っ
て
市
内
す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山
と
な
っ
た
。
ま
た
製
鉄
所
に
つ
い
て
も
一
九
八
五
年
に
マ
イ
デ

リ
ヒ
に
あ
っ
た
テ
ィ
ッ
セ
ン
の
製
鉄
所
が
、
一
九
九
九
年
に
ラ
イ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
あ
っ
た
ク
ル
ッ
プ
の
製
鉄

所
が
閉
鎖
と
な
っ
た
。 

た
だ
し
ル
ー
ル
全
体
で
見
る
と
、
鉄
鋼
業
は
ラ
イ
ン
川
沿
岸
部
に
集
約
さ
れ
る
形
で
整
理
さ
れ
た
た
め
、
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デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
は
今
も
な
お
製
鉄
所
、
製
鋼
所
、
コ
ー
ク
ス
工
場
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
格

が
一
九
九
九
年
に
合
併
・
成
立
し
た
テ
ィ
ッ
セ
ン
＝
ク
ル
ッ
プ
社
の
製
鋼
所
と
コ
ー
ク
ス
工
場
（
ブ
ル
ッ
ク

ハ
ウ
ゼ
ン
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
本
社
の
あ
る
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
社
の
製
鋼
所
（
ル
ー
ル
オ
ル
ト
）
、

そ
し
て
南
部
に
あ
る
ク
ル
ッ
プ
＝
マ
ン
ネ
ス
マ
ン
製
鉄
所
で
あ
る
。
ま
た
石
炭
や
コ
ー
ク
ス
の
輸
送
が
な
く

な
っ
て
も
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
が
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、
現
在
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
コ

ン
テ
ナ
基
地
と
し
て
西
部
ド
イ
ツ
の
物
流
の
要
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
２
）
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
と
Ｉ
Ｂ
Ａ 

前
述
の
よ
う
に
、
ル
ー
ル
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
石
炭
危
機
を
境
に
、
地
域
経
済
が
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
具
体
的
な
数
字
を
一
九
六
〇
年
と
二
〇
〇
九
年
で
比
較
す
る
と
、
石
炭
の
採
掘
施
設
は
一
二
五
箇

所
か
ら
四
箇
所
に
、
採
掘
量
は
一
一
五
四
〇
万
ト
ン
か
ら
一
〇
九
〇
万
ト
ン
に
、
従
業
員
数
は
三
一
・
三
万

人
か
ら
二
・
一
万
人
に
激
減
し
た
4

。
さ
ら
に
ル
ー
ル
で
は
二
〇
一
八
年
ま
で
に
石
炭
の
採
掘
を
停
止
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
と
数
年
も
す
れ
ば
採
掘
施
設
も
採
掘
量
も
従
業
員
数
も
す
べ
て
ゼ
ロ
に

な
る
。
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
一
年
に
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
最
後
の
高
炉
が
操
業
停
止
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
二
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
ル
ー
ル
内
陸
部
で
の
製
鉄
の
歴
史
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。 
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ル
ー
ル
の
危
機
を
救
う
た
め
、
ド
イ
ツ
政
府
は
一

九
五
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
お
よ
そ
一
二

八
〇
億
ユ
ー
ロ
も
の
補
助
金
を
投
入
し
た
5

。
し
か

し
そ
の
多
く
は
国
内
炭
の
価
格
の
維
持
や
失
業
対

策
な
ど
に
使
わ
れ
、
地
域
の
再
生
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
。 

こ
の
苦
境
を
打
開
す
べ
く
、
地
元
の
ノ
ル
ト
ラ
イ

ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
（N

o
rd

rh
ein

-

W
estfalen

, 

以
下
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
）
が
実
施
し
た
の
が
、

Ｉ
Ｂ
Ａ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
州
が
資
本
金
を
全
額
出

資
す
る
公
社
を
設
立
し
、
そ
の
も
と
で
市
民
参
加
に

よ
る
コ
ン
ペ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
み
重

ね
て
地
域
の
環
境
改
善
と
産
業
構
造
の
転
換
を
図

る
と
い
う
試
み
だ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
五
つ
の

柱
か
ら
な
っ
て
い
た
（
表
２
）
。
こ
の
う
ち
デ
ュ
ー

表２ IBA エムシャーパークのプロジェクト・グループ 

Ⅰ．エムシャー・ランドスケープパーク 

エムシャー川流域に残存する様々なタイプの緑地に産業遊

休地を加え、300 km2にわたる広域緑地システムをつくる 

Ⅱ．エムシャー水系の自然再生 

採炭・採鉱による地盤沈下や水質汚染を最新のシステムを

使って改善する 

Ⅲ．産業建造物の保存利用 

残された産業施設、炭鉱施設を保存して活用する 

Ⅳ．公園の中で働く 

産業遊休地を再整備して、緑溢れる「産業パーク」として

再生させる 

Ⅴ．住まいとまちづくり 

戦前に建てられた労働者住宅などを改修して、伝統的な町

並みを生かした住宅を整備する 

出所：永松・澤田 (2006)より作成 
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ス
ブ
ル
ク
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。 

 
①
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
・
ノ
ル
ト
景
観
公
園 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
は
一
九
八
五
年
に
マ
イ
デ
リ
ヒ
に
あ
っ
た
テ
ィ
ッ
セ
ン
の
製

鉄
所
が
閉
鎖
と
な
っ
た
。
一
九
九
二
年
、
市
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
そ
の
残
存
施
設
を
取
得
し
、

総
面
積
一
八
〇
万
平
米
に
も
及
ぶ
公
園
へ
と
整
備
し
た
。
一
般
公
開
は
一
九
九
四
年
か
ら
で
あ
る
。
園
内
に

は
高
炉
や
貯
炭
庫
、
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど
の
産
業
遺
産
が
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
ら
を
再
利
用

し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
自
然
庭
園
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
観
光
の
目
玉
と
も
い
え
る

施
設
で
あ
る
（
図
３
）
。 

 

②
内
陸
港
の
再
開
発 

ル
ー
ル
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
の
衰
退
後
、
内
陸
港
は
周
囲
の
建
造
物
と
も
ど
も
荒
廃
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
一
九
九
三
年
、
市
が
Ｉ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
こ
れ
を
取
得
し
、
再
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
現

在
こ
こ
に
は
、
残
さ
れ
た
建
造
物
を
再
利
用
し
た
事
務
所
、
美
術
館
、
住
宅
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
旧
市
街
と
ル
ー
ル
オ
ル
ト
の
間
に
は
産
業
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
遊
覧
船
も
往
復
し
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て
い
る
が
、
そ
の
発
着
所
も
こ
の
内
陸
港
の
入
口
に
あ
る
（
図
４
）
。 

 
③
ド
イ
ツ
内
陸
航
行
博
物
館 

ル
ー
ル
を
中
心
に
、
河
川
や
運
河
を
利
用
し
た
ド
イ
ツ
内
陸
水
運
の
歴
史
を
紹
介
す
る
産
業
博
物
館
で
あ

る
。
ル
ー
ル
オ
ル
ト
に
あ
る
。
博
物
館
そ
の
も
の
は
一
九
七
四
年
に
設
立
さ
れ
、
七
九
年
か
ら
は
旧
ル
ー
ル

 

図３ デュースブルク・ノルト景観公園 
 

 

図４ 内陸港 
 

 

図５ ドイツ内陸航行博物館 
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オ
ル
ト
区
役
所
の
建
物
で
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
九
八
年
に
Ｉ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
現
在
地

に
移
転
し
た
。
現
在
の
建
物
は
一
九
〇
八
―
一
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
屋
内
プ
ー
ル
（
一
九
八
五
年
閉
鎖
）
を

改
装
し
た
も
の
で
、
当
時
流
行
し
た
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
様
式
を
伝
え
て
い
る
（
図
５
）
。 

 

こ
れ
ら
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
表
２
に
示
し
た
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
柱
に
当
て
は
め
る
と
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
・

ノ
ル
ト
景
観
公
園
はⅠ

とⅢ

を
組
み
合
わ
せ
た
事
例
、
内
陸
港
の
再
開
発
はⅣ

を
軸
にⅢ

とⅤ

を
加
味
し
た

事
例
、
ド
イ
ツ
内
陸
航
行
博
物
館
はⅢ

の
事
例
に
当
た
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
三
箇
所
は
い
ず
れ
も
ル
ー
ル

地
域
連
合
（R

eg
io

n
alv

erb
an

d
 R

u
h

r, 

以
下
Ｒ
Ｖ
Ｒ
）
が
開
発
し
た
観
光
ル
ー
ト
「
産
業
文
化
の
道
」
の
ア

ン
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ル
全
体
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
6

。 

 

（
３
）
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
観
光
の
現
状
と
課
題 

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
中
で
三
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
集
客
力
は
上
が
り
、
同
市
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
開
催
中
の
一
九
九
九
年
ま
で

ル
ー
ル
全
域
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
入
込
客
数
を
伸
ば
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
Ｉ
Ｂ
Ａ
終
了
後
、
と
り
わ
け

二
〇
〇
三
年
以
降
は
そ
の
伸
び
率
が
目
立
っ
て
鈍
化
し
て
く
る
。
具
体
的
な
数
字
を
見
る
と
、
一
九
八
九
年
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か
ら
九
九
年
ま
で
の
伸
び
率
が
＋
六
九
％
な
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
一
三
年
ま
で
の
伸
び
率
は
＋

三
〇
％
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
7

。
こ
れ
は
一
体
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。 

理
由
は
大
き
く
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
エ
ッ
セ
ン
を
中
心
と
す
る
ル
ー
ル
内
陸
部
の
吸
引
力
が
増

し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
エ
ッ
セ
ン
と
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヒ
ェ
ン
の
間
に
あ
る
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ラ
イ
ン

炭
鉱
遺
産
群
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
が
Ｅ

Ｕ
の
選
定
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
首
都
」
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
ル
ー
ル
内
陸
部
へ
の
観
光
客
は

大
き
く
増
し
た
が
、
反
面
、
通
過
点
に
位
置
す
る
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
割
を
食
う
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
8

。 

も
う
一
つ
は
、
観
光
振
興
に
対
す
る
危
機
感
の
違
い
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
ー
ル
の
鉄
鋼
業

は
ラ
イ
ン
川
沿
岸
部
に
集
約
さ
れ
る
形
で
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
ル
ー
ル
内
陸
部
で
は
石
炭
業
も
鉄
鋼
業

も
す
べ
て
な
く
な
り
、
産
業
構
造
の
転
換
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
新
た

な
収
益
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
観
光
だ
っ
た
。
ル
ー
ル
内
陸
部
の
都
市
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
は

い
わ
ば
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
現
在
も
な
お
鉄
鋼
業
や
物
流
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
生
き
残
っ

て
い
る
。
そ
れ
自
体
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
分
観
光
振
興
へ
の
熱
意
が
ル
ー
ル
内
陸
部
に
比
べ
て
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い
さ
さ
か
弱
い
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
観
光
者
と
し
て
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
町
の
規
模
の

割
に
入
込
客
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
閑
散
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
た
し
か
に
景
観
公
園
や
旧
市
街

な
ど
の
拠
点
は
そ
れ
な
り
に
賑
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
点
と
点
が
十
分
に
結
ば
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
全
体

と
し
て
の
活
気
が
乏
し
い
の
で
あ
る
。
今
後
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
が
観
光
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
に
は
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
縦
横
に
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

３ 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
観
光
振
興
策 

 

（
１
）
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
地
勢
と
歴
史 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
東
隣
、
北
側
に
位
置
す
る
町
で
あ
る
（
図
２
）
。
た
だ
し
ロ
ー

マ
時
代
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
後
者
と
は
異
な
り
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
一
九
世
紀
に
至
る
ま

で
住
む
人
も
ま
ば
ら
な
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

製
鉄
の
歴
史
は
古
く
、
す
で
に
一
七
五
八
年
に
は
ル
ー
ル
最
古
と
も
い
わ
れ
る
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
製
鉄
所
が

オ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
に
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
当
時
の
燃
料
は
木
炭
、
動
力
は
水
車
で
、
そ
の
規
模
は
限
ら

れ
て
い
た
。
一
八
〇
八
年
に
こ
の
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
製
鉄
所
と
シ
ュ
テ
ル
ク
ラ
ー
デ
に
あ
っ
た
二
つ
の
製
鉄
所
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が
合
併
し
、
の
ち
に
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
（G

u
teh

o
ffn

u
n

g
sh

ü
tte, 

以
下
Ｇ
Ｈ
Ｈ
）
へ
と
発
展
す
る
企

業
が
生
ま
れ
た
9

。
こ
の
と
き
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
の
一
人
が
、
ル
ー
ル
オ
ル
ト
出
身
の
企
業

家
フ
ラ
ン
ツ
・
ハ
ニ
エ
ル
（
一
七
七
九
―
一
八
六
八
）
で
あ
る
。
ハ
ニ
エ
ル
は
そ
の
後
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ラ
イ
ン

炭
鉱
や
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
炭
鉱
な
ど
の
創
業
に
も
関
わ
り
、
ル
ー
ル
の
石
炭
業
と
製
鉄
業
を
結
び
つ
け
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
。 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
が
工
業
都
市
と
し
て
大
発
展
を
遂
げ
る
の
は
、
ケ
ル
ン
＝
ミ
ン
デ
ン
鉄
道
が
開
通
し

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
四
七
年
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
中
央
駅
が
開
業
、
そ
の
数
年
後
に
は
駅
前
に

ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
亜
鉛
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
駅
の
東
西
に
コ
ン
コ
ル

デ
ィ
ア
炭
鉱
と
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
炭
鉱
が
開
か
れ
た
10

。
一
八
七
五
年
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｈ
の
管
理
部
門
も
中
央

駅
か
ら
北
東
に
お
よ
そ
二
キ
ロ
の
エ
ッ
セ
ナ
ー
通
り
に
移
っ
た
。 

二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
で
エ
ム
シ
ャ
ー
川
と
並
走
す
る
ラ
イ
ン
＝
ヘ
ル
ネ
運
河
が
鉄

道
の
北
側
に
開
通
し
、
石
炭
や
鉄
鉱
石
な
ど
の
輸
送
が
ま
す
ま
す
容
易
に
な
っ
た
。
運
河
と
鉄
道
の
間
に
は

炭
鉱
、
高
炉
、
コ
ー
ク
ス
工
場
、
ガ
ス
タ
ン
ク
、
発
電
所
な
ど
の
施
設
が
軒
を
連
ね
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者

と
そ
の
家
族
で
町
の
人
口
は
急
増
し
た
11

。
こ
う
し
て
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
エ
ッ
セ
ン
と
並
ぶ
ル
ー
ル

最
大
級
の
石
炭
・
鉄
鋼
の
町
と
な
っ
て
い
っ
た
。 
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し
か
し
新
興
の
工
業
都
市
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
没
落
も
ま
た
劇
的
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｈ
の
製
鉄
施

設
は
石
炭
危
機
最
中
の
一
九
六
九
年
に
テ
ィ
ッ
セ
ン
に
売
却
さ
れ
再
生
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
努
力
も
む
な

し
く
一
九
七
九
年
に
最
後
の
高
炉
が
操
業
停
止
と
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
は
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
亜
鉛
工
場

が
閉
鎖
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
六
八
年
に
は
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
炭
鉱
が
、
一
九
九
二
年
に
は
オ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル

ト
炭
鉱
が
操
業
停
止
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
内
す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山
と
な
っ
た
。
残
さ
れ
た
の
は
、

汚
染
さ
れ
た
河
川
や
土
壌
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
工
場
や
施
設
の
放
置
、
高
い
失
業
率
と
そ
れ
に
伴
う
都
市

の
ス
ラ
ム
化
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
時
代
を
迎
え
た
。 

 

（
２
）
観
光
都
市
へ
の
転
換 

市
経
済
の
ほ
と
ん
ど
を
石
炭
・
鉄
鋼
業
と
そ
の
関
連
産
業
に
依
存
し
て
き
た
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
と
っ

て
、
一
九
八
〇
年
代
は
ま
さ
に
市
の
存
続
に
関
わ
る
危
機
の
時
代
で
あ
っ
た
。
市
の
課
題
は
大
き
く
二
つ
あ

っ
た
。
一
つ
は
荒
廃
し
た
自
然
や
住
環
境
の
改
善
、
も
う
一
つ
は
新
た
な
基
幹
産
業
の
確
立
だ
っ
た
。
そ
し

て
後
者
の
核
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
観
光
だ
っ
た
。 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
観
光
の
軸
は
、
他
の
ル
ー
ル
の
諸
都
市
と
同
じ
く
産
業
遺
産
観
光
で
あ
る
。
か
つ

て
は
ル
ー
ル
で
も
最
大
級
の
工
業
都
市
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
残
さ
れ
た
産
業
遺
産
の
数
も
多
い
。
た
だ
オ
ー
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バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
場
合
、
こ
れ
に
加
え
て
あ
る
施
策
が
行
わ
れ
た
。
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
の
再
開
発
で
あ
る
。

以
下
に
、
工
業
都
市
か
ら
観
光
都
市
へ
の
転
換
を
図
っ
た
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
施
策
を
項
目
別
に
ま
と
め

て
み
よ
う
。 

 

①
環
境
の
改
善 

こ
の
事
業
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
あ

る
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
は
そ
の
名
（
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
国
際
建
築
博
覧
会
）

の
通
り
、
も
と
も
と
は
エ
ム
シ
ャ
ー
川
流
域
の
環
境
改
善
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
エ
ム

シ
ャ
ー
川
の
河
口
か
ら
遡
っ
て
最
初
の
独
立
市
に
当
た
る
た
め
、

環
境
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
も
重
点
的
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
一

つ
が
、
一
九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ

ン
庭
園
博
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
北
側
に
あ
っ
た
オ

ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
炭
鉱
の
跡
地
を
緑
溢
れ
る
庭
園
へ
と
再
整
備

し
、
博
覧
会
の
会
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
環
境
改
善

 

図６ エムシャー川とライン＝ヘルネ運河 
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を
象
徴
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
契
機
と
し
て
エ
ム
シ
ャ
ー
川
流
域

の
環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
か
つ
て
汚
水
に
ま
み
れ
て
い
た
一
帯
は
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
へ
と
姿
を
変
え

つ
つ
あ
る
（
図
６
）
。 

ま
た
Ｉ
Ｂ
Ａ
は
都
市
部
に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｈ
の
旧
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
改
修
し
、
新
し
い
建
物
を
加
え
て

環
境
保
護
技
術
セ
ン
タ
ー
と
す
る
事
業
や
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
中
央
駅
と
そ
の
周
辺
の
再
整
備
事
業
な
ど
を

手
掛
け
、
地
域
の
環
境
改
善
に
貢
献
し
て
い
る
。 

 

②
産
業
遺
産
の
保
存
と
公
開 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
属
す
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
方
連
合
（L

an
d

sch
aftsv

erb
an

d
 

R
h

ein
lan

d
, 

以
下
Ｌ
Ｖ
Ｒ
）
が
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
12

。
Ｌ
Ｖ
Ｒ
は
一
九
八
四
年
、
域
内
に
残
さ

れ
た
貴
重
な
産
業
遺
産
を
一
元
的
に
管
理
す
る
た
め
、
六
つ
の
都
市
に
ま
た
が
る
分
散
型
の
博
物
館
、
ラ
イ

ン
産
業
博
物
館
を
立
ち
上
げ
た
。
館
名
は
二
〇
〇
八
年
に
Ｌ
Ｖ
Ｒ
産
業
博
物
館
と
改
称
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。 

中
心
と
な
る
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
は
、
六
つ
の
展
示
場
が
あ
る
。
展
示
の
規
模
が
最
も
大
き
い
の
は
、

中
央
駅
前
に
あ
る
旧
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
亜
鉛
工
場
を
改
装
し
た
展
示
場
で
あ
る
（
図
７
）
。
こ
こ
に
は
往
時
使
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わ
れ
た
機
械
類
が
集
め
ら
れ
、
ル
ー
ル
重
工
業
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
中

央
駅
構
内
に
は
、
ホ
ー
ム
の
一
部
を
利
用
し
た
展
示
場
も
あ
る
（
図
８
）
。 

産
業
考
古
学
的
に
価
値
が
高
い
の
が
、
ル
ー
ル
製
鉄
業
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
る
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
製
鉄
所

の
遺
構
で
あ
る
（
図
９
）
。
二
〇
〇
六
年
に
発
掘
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
た
。
向
か

い
に
あ
る
旧
管
理
事
務
所
で
は
、
関
連
の
文
献
資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

図７ 旧アルテンベルク亜鉛工場 
 

 

図８ オーバーハウゼン中央駅構内 
 

 

図９ 聖アントニー製鉄所の遺構 
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残
り
二
つ
の
展
示
場
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｈ
が
一
八
四
六
年
に
建
設
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
労
働
者
団
地
と
近
代
工

業
建
築
の
巨
匠
ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
が
設
計
し
た
旧
Ｇ
Ｈ
Ｈ
中
央
倉
庫
（
一
九
二
五
年
竣
工
）
で
あ
る
。

前
者
は
ル
ー
ル
最
初
期
の
労
働
者
団
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

Ｉ
Ｂ
Ａ
関
連
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
い
え
る
ガ
ス
タ
ン
ク
が
有
名
で
あ
る
。

高
さ
一
一
七
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
こ
の
ガ
ス
タ
ン
ク
は
、
一
九
二
九
年
竣
工
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
規
模

を
誇
っ
て
い
た
。
一
九
八
八
年
に
操
業
を
停
止
し
た
が
、
九
四
年
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
展
示

会
場
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
（
図
10
）
。
先
に
紹
介
し
た
旧
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
亜
鉛
工
場
と
と
も
に
、
観
光

ル
ー
ト
「
産
業
文
化
の
道
」
の
ア
ン
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
図
６
は
、
こ
の
ガ
ス
タ
ン
ク
の

屋
上
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
立
坑
櫓
、
ボ
タ
山
、
給
水
塔
な
ど
数
多
く
の
産
業
遺
産
が
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ラ
イ
ン
＝
ヘ
ル
ネ
運
河
に
は
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヒ
ェ
ン
の
ノ
ル
ト
シ
ュ
テ
ル
ン
公
園
13

と

の
間
に
遊
覧
船
が
就
航
し
て
お
り
、
か
つ
て
石
炭
船
が
往
復
し
た
航
路
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

③
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
の
再
開
発 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
が
独
自
に
推
進
し
た
の
が
、
ラ
イ
ン
＝
ヘ
ル
ネ
運
河
の
南
岸
、
旧
Ｇ
Ｈ
Ｈ
主
力
工
場
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跡
地
の
再
開
発
で
あ
る
。
工
場
の
閉
鎖
後
、
一
帯
は
放
置
さ
れ
た
施
設
な
ど
で
荒
廃
を
極
め
て
い
た
が
、
一

九
九
一
年
、
市
は
外
資
の
導
入
に
成
功
し
、
そ
の
再
開
発
に
着
手
し
た
。 

ま
ず
跡
地
中
央
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
最
大
級
の
商
業
施
設
ツ
ェ
ン
ト
ロ
で
あ
る
。
敷
地
面
積
は

一
二
万
平
米
に
も
及
び
、
水
辺
を
演
出
し
た
庭
園
や
多
数
の
飲
食
店
も
併
設
さ
れ
て
い
る
（
図
11
、
図
12
）
。

そ
の
西
側
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ホ
ー
ル
（
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
・
ピ
ル
ス
ナ
ー
・
ア
リ
ー
ナ
）
が

 

図10 オーバーハウゼン・ガスタンク 
 

 

図 11 ツェントロ（内部） 
 

 

図 12 ツェントロ（中庭） 
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建
て
ら
れ
た
。
前
述
の
ガ
ス
タ
ン
ク
も
こ
ち
ら
側
に
あ
る
。
さ
ら
に
ツ
ェ
ン
ト
ロ
の
東
側
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
劇
場
、
北
側
に
は
遊
覧
船
の
発
着
す
る
マ
リ
ー
ナ
、
大
型
プ
ー
ル
の
あ
る
ア
ク
ア
パ
ー
ク
、
屋
外
遊
園
地

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
市
は
こ
の
一
帯
を
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
（
新
都
心
）

と
名
付
け
、
中
央
駅
周
辺
の
旧
市
街
と
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
と
を
結
ぶ
市
電
を
復
活
さ
せ
、
ア
ク
セ
ス
の
便
を

図
っ
た
14

。 

 

（
３
）
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
躍
進
の
理
由 

前
項
で
ま
と
め
た
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
危
機
に
瀕
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
、

Ｌ
Ｖ
Ｒ
、
Ｒ
Ｖ
Ｒ
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
、
外
資
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
て
工
業
都
市
か
ら
観
光
都
市
へ
の
転

換
を
図
っ
て
き
た
。
鉄
鋼
業
や
物
流
業
な
ど
の
基
幹
産
業
が
生
き
残
っ
た
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
と
は
異
な
り
、

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
観
光
を
新
た
な
市
経
済
の
中
心
に
育
て
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
観
光
の
軸
は
産
業
遺
産
観
光
に
あ
る
。
市
内
に
は
優
れ
た

産
業
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
だ
け
で
充
実
し
た
観
光
ル
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
躍
進
の
理
由
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
い
く
ら
オ
ー
バ
ー
ハ

ウ
ゼ
ン
に
優
れ
た
産
業
遺
産
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
ル
ー
ル
に
は
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
産
業
遺
産
が



93 

 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
観
光
振
興
策
が
産
業
遺
産
観
光

の
み
に
特
化
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
と
の
差
別
化
が
で
き
ず
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
突
出
し
た
成

功
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

で
は
、
一
体
何
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
躍
進
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
観
光

の
複
合
化
」
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
産
業
遺
産
観
光
を
軸
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
自
然
観
光
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
の
複
合
化
を
図
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
象
徴
的
な
事
業
が
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
の
再
開
発
で
あ
る
。
こ
こ
は
も
と
も
と
Ｇ
Ｈ
Ｈ
の
主
力
工
場
の

敷
地
で
あ
っ
た
た
め
、
ガ
ス
タ
ン
ク
や
ベ
ー
レ
ン
ス
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の
産
業
遺
産
も
同
じ
エ
リ
ア
に
あ
る
。

ま
た
ラ
イ
ン
＝
ヘ
ル
ネ
運
河
を
挟
ん
だ
対
岸
に
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
労
働
者
団
地
や
立
坑
櫓
の
残
る
オ
ル

ガ
庭
園
（
旧
オ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
炭
鉱
）
も
あ
る
。
こ
の
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
を
新
た
な
商
業
と
娯
楽
の
中
心

と
し
、
市
内
最
大
の
産
業
博
物
館
（
旧
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
亜
鉛
工
場
）
の
あ
る
中
央
駅
前
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
相
乗
効
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
を
境
に
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
入
込
客
数
が
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
っ
た
の
は
、
そ
の
相
乗
効
果
の
現
れ
と
い
え
る
。 
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４ 

お
わ
り
に 

 

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
が
行
っ
た
「
観
光
の
複
合
化
」
と
は
、
い
わ
ば
二
重
の
意
味
で
の
差
別
化
戦
略
だ
っ

た
。
い
く
ら
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
の
再
開
発
と
い
っ
て
も
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
コ
ン
サ
ー
ト
だ
け
な
ら
、
所
詮

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
大
都
市
の
敵
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
外
国
か
ら
の
観
光
客
と
も
な
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
み
を
目
的
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
を
訪
れ
る
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
る
15

。 

ル
ー
ル
の
観
光
客
が
増
加
し
続
け
て
い
る
の
は
、
ル
ー
ル
に
し
か
な
い
も
の
、
世
界
的
に
有
名
な
ル
ー
ル

の
産
業
遺
産
を
見
た
い
と
い
う
人
々
が
増
え
続
け
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、

産
業
遺
産
観
光
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
的
に
注
目
を
集
め
る
ル
ー
ル
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
性
格

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ノ
イ
エ
・
ミ
ッ
テ
の
再
開
発
に
よ
っ
て
他
の
ル
ー
ル
の
諸
都
市
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
の

で
あ
る
。 

翻
っ
て
わ
が
国
の
状
況
を
見
る
と
、
産
業
遺
産
観
光
は
ま
だ
ま
だ
単
体
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
各
自
治
体
や
地
元
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
も
、
産
業
遺
産
の
紹
介
は
そ
れ

だ
け
で
独
立
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
産
業
遺
産
観
光
の
歴
史
の
浅
い
わ
が
国
で
は
致
し
方
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
や
り
方
を
し
て
い
る
限
り
、
持
続
的
発
展
は
難
し
い
だ
ろ
う
。 
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観
光
地
の
持
続
的
発
展
の
鍵
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
あ
る
。
世
界
遺
産
と
し
て
話
題
に
上
れ
ば
一
度

は
観
光
客
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
一
度
見
た
け
れ
ど
も
ま
た
見
て

み
た
い
、
一
度
行
っ
た
け
れ
ど
も
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
、
こ
う
思
わ
せ
る
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
核
と
な
る
産
業
遺
産
に
他
の
観
光
資
源
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
、
地
域
の
魅
力

を
多
面
的
に
構
成
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
「
観
光
の
複
合
化
」
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
施
策
か
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
事
例
は
、
そ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。 
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注 

1 

た
と
え
ば
、
平
井
東
幸
他
編
『
産
業
遺
産
を
歩
こ
う
』（
東
洋
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
日
本
修
学
旅
行
協
会

編
『
近
代
の
産
業
遺
産
を
た
ず
ね
る
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
、
二
村
悟
『
こ
れ
だ
け
は
見
て
お
き
た
い 

日

本
の
産
業
遺
産
図
鑑
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
ム
ッ
ク
本
な
ど
も
含
め
る
と
、
関
連
の

書
籍
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。 
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2 

石
見
銀
山
の
あ
る
島
根
県
大
田
市
の
統
計
に
よ
る
と
、
石
見
銀
山
の
入
込
客
数
は
、
二
〇
〇
六
年
四
〇
〇
〇
、
二
〇

〇
七
年
七
一
三
七
、
二
〇
〇
八
年
八
一
三
二
、
二
〇
〇
九
年
五
六
〇
二
、
二
〇
一
〇
年
五
〇
四
八
（
単
位
百
人
）
と

推
移
し
て
い
る
。
『
統
計
お
お
だ 

平
成
二
二
年
版
』
参
照
。 

3 
二
〇
一
一
年
以
降
、
ル
ー
ル
の
独
立
市
で
住
民
の
二
倍
以
上
の
宿
泊
者
を
集
め
て
い
る
の
は
、
エ
ッ
セ
ン
市
と
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
み
で
あ
る
。R

V
R

 (h
g

.) (2
0

1
5

) 

参
照
。 

4  
R

V
R

 (h
g

.) (2
0

1
0

) 

参
照
。 

5  

前
掲
書
参
照
。 

6 

ル
ー
ル
地
域
連
合
と
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
の
一
一
独
立
市
四
郡
が
二
〇
〇
四
年
に
結
成
し
た
自
治
体
連
合
で
あ
る
。
通
常

こ
の
範
囲
が
「
ル
ー
ル
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
産
業
文
化
の
道
」
に
つ
い
て
は
武
田
（
二
〇
一
四
）
参
照
。 

7  
L

an
d

esd
aten

b
an

k
 N

R
W

 

に
よ
る
。 

8 

州
都
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
は
、
利
用
客
数
国
内
第
三
位
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
国
際
空
港
が
あ
る
。
デ
ュ
ー
ス
ブ

ル
ク
は
こ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
と
エ
ッ
セ
ン
の
間
に
あ
り
、
も
と
も
と
「
中
抜
き
」
さ
れ
や
す
い
位
置
に
あ
る
。 

9 

社
名
は
、H

ü
tten

g
ew

e
rk

sch
a
ft u

n
d

 H
an

d
lu

n
g

 Jaco
b

i, H
an

iel &
 H

u
y

ssen

で
あ
る
。
こ
れ
が
一
八
七
三
年
に
株
式

会
社
化
さ
れ
て
、G

u
teh

o
ffn

u
n

g
sh

ü
tte

, A
k

tien
v

erein
 fü

r B
erg

b
au

 u
n

d
 H

ü
tte

n
b

etrieb

（
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄

所
、
略
称G

H
H

）
と
な
っ
た
。 

10 

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
炭
鉱
の
事
務
所
は
、
当
初
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
中
央
駅
内
に
置
か
れ
て
い
た
。R

V
R

 (h
g

.) (2
0

0
0

) 

参
照
。 

11 

一
九
二
九
年
に
オ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
と
シ
ュ
テ
ル
ク
ラ
ー
デ
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
編
入
さ
れ
、
人
口
も
一
九
万

人
を
超
え
た
。P

a
ren

t (2
0

1
1

) 

参
照
。 

12 

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
に
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
方
連
合
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
＝
リ
ッ
ペ
地
方
連
合
と
い
う
二
つ
の
自
治
体

連
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
行
政
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
前
述
の
ル
ー
ル
地
域
連
合
と
は
、
前
者
か
ら
四
独
立
市
一
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郡
、
後
者
か
ら
七
独
立
市
三
郡
が
両
地
方
連
合
と
は
別
に
連
合
を
組
ん
だ
組
織
で
あ
る
。 

13 

Ｉ
Ｂ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
ノ
ル
ト
シ
ュ
テ
ル
ン
炭
鉱
の
跡
地
に
整
備
さ
れ
た
公
園
（
一
九
九
七
年
公
開
）
で

あ
る
。 

14  
こ
の
路
線
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
の
衰
退
に
伴
い
、
一
九
六
九
年
に
廃
線
と
な
っ
て
い
た
。 

15 
二
〇
一
三
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
入
込
客
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
二
五
・
二
％
、
そ
の

う
ち
の
三
八
・
六
％
が
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
Ｅ
Ｕ
圏
外
か
ら
の
訪
問
客
で
あ
っ
た
。S

tad
t O

b
e
rh

au
sen

 (2
0

1
4

) 

参
照
。 

 

参
考
文
献 

L
an

d
esb

etrieb
 fü

r In
fo

rm
atio

n
 u

n
d

 T
ech

n
ik

 N
o

rd
rh

ein
-W

estfalen
 (=

IT
.N

R
W

) (h
g

.): L
an

d
e
sd

aten
b

an
k

 N
R

W
 

(h
ttp

s://w
w

w
.lan

d
e
sd

aten
b

an
k

.n
rw

.d
e
/ld

b
n

rw
/o

n
lin

e
). 

P
aren

t, T
h

o
m

a
s: D

as R
u

h
rg

eb
iet, D

u
M

o
n

t R
eisev

erlag
 2

0
1
1

. 

R
eg

io
n

alv
erb

an
d

 R
u

h
r (=

R
V

R
) (h

g
.): D

u
isb

u
rg

: In
d

u
striek

u
ltu

r am
 R

h
ein

, R
V

R
 1

9
9

9
. 

R
V

R
 (h

g
.): O

b
e
rh

au
sen

: In
d

u
strie m

a
ch

t S
tad

t, R
V

R
 2

0
0

0
. 

R
V

R
 (h

g
.): A

tla
s d

e
r In

d
u

striek
u

ltu
r R

u
h

rg
eb

iet, R
V

R
 2

0
0

5
. 

R
V

R
 (h

g
.): B

ah
n

en
 im

 R
ev

ie
r, R

V
R

 2
0

0
6

. 

R
V

R
 (h

g
.): D

u
isb

u
rg

: S
tad

t u
n

d
 H

a
fe

n
, R

V
R

 2
0

0
7

. 

R
V

R
 (h

g
.): K

an
äle u

n
d

 S
ch

ifffah
rt, R

V
R

 2
0

0
8

. 

R
V

R
 (h

g
.): K

lein
e
r A

tla
s M

etro
p

o
le R

u
h

r: D
a
s R

u
h

rg
eb

iet im
 W

an
d

el, R
V

R
 2

0
1

0
. 

R
V

R
 (h

g
.): K

lein
e
r Z

ah
len

sp
ieg

el d
e
r M

etro
p

o
leru

h
r, R

V
R

 2
0

1
2

. 

R
V

R
 (h

g
.): R

V
R

-D
aten

b
an

k
-S

tatistik
, R

V
R

 2
0

1
5

. 

S
tad

t O
b

erh
au

sen
 (h

g
.): S

tatistisch
e
s Jah

rb
u

ch
 d

e
r S

tad
t O

b
erh

au
sen

 Jah
rg

an
g

 2
0

1
4

, 

W
in

k
els, R

alf &
 Z

ielin
g

, G
ü

n
ter: L

an
d

sch
aftsp

ark
 D

u
isb

u
rg

-N
o

rd
, M

e
rcato

r-V
e
rlag

 2
0

0
9

. 



98 

 

島
根
県
大
田
市
『
統
計
お
お
だ 

平
成
二
二
年
版
』、
二
〇
一
一
年
。 

武
田
竜
弥
「
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
地
域
に
お
け
る
産
業
遺
産
観
光
と
地
域
振
興
」
、
日
本
観
光
学
会
編
『
日
本
観
光
学
会
誌
』

第
五
五
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
―
三
一
頁
。 

永
松
栄
（
編
著
）
、
澤
田
誠
二
（
監
修
）
『
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
地
域
再
生
』
、
水
曜
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

      



99 

 

 

From Industrial City to Tourist City 

－Case Study of Duisburg and Oberhausen in the 

German Ruhr Region－ 

 

Since the 19th century, the Ruhr region has been the heart of 

German coal mining and heavy industry. But with the coal crisis in 

the late 1950s the Ruhr region faced serious and long-term industrial 

decline. To resolve the situation, the State of North Rhine-Westphalia 

created an experimental project ― the International Building 

Exhibition Emscher Park in 1989-99. This project achieved great 

results and the Ruhr region became one of the most popular areas of 

industrial heritage tourism in Europe. In this paper, we analyzed the 

tourism policy of City Oberhausen by comparison with the 

neighboring City Duisburg, and clarified that the success of 

Oberhausen was based on the strategic integration of industrial 

heritage and the other tourism resources. 

 

 

 

 

 

 

 

武田竜弥 | Tatsuya TAKEDA 

名古屋工業大学大学院工学研究科 

ドイツ文学・感性社会学 

  准教授 

 


